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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本語の語種の一つである漢語の中で、日本語でしか用いられないい
わゆる和製漢語について、日本語学習者の習得の背景を検討すること、および、こうした日本語の漢語の習得研
究に必要な日中対照漢語データベースを構築することを主たる目的として、研究を行った。基礎データとなる日
中対照漢語データベースについては、日本語能力試験（旧）４～２級の漢字二字熟語のうち、2078語を対象に、
日本語と対応する中国語の語彙特性を搭載したデータベースを構築し、2017年3月に公開した。また、和製漢語
の習得については、未習者と既習者を対象に調査を行い、未習者に推測容易な語ほど、既習者に習得されやすい
ことを実証した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to investigate factors affecting the acquisition of 
Sino-Japanese kanji compound words (Wasei-kango) among Japanese language learners, and to construct 
a new database of Japanese-Chinese contrastive kanji compound words. This is necessary for research 
into Japanese language acquisition. The new database of 2,078 Japanese kanji compound words was 
published in March 2017. This database includes both Japanese and Chinese vocabulary properties, 
such as script, reading, degree of vocabulary difficulty, frequency, orthographical and phonological
 difference between Japanese and Chinese, meanings and so on.  With regard to the acquisition of 
Wasei-kango, research was conducted with two groups of Chinese native speakers: one group with no 
experience of learning Japanese and the other with an advanced level of Japanese.  The results 
showed that the difficulty of semantic inferences correlates to the difficulty of acquisition.

研究分野：第二言語習得
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本語の語種の一つである漢語の中には、
「緊張」と『紧张』のように、日本語、中国
語の両言語で用いられる同形語もあれば、
「既婚」、「派手」のように、日本で作られ、
日本語でしか使われない漢語もある。 
前者の同形語は、両言語で用いられると言
っても、意味が同じ同義語もあれば、一部同
じで一部異なる類義語や、二言語間で全く異
なる異義語もある。中国語を母語とする日本
語学習者（以下、中国人学習者）にとって習
得が困難なのは、同形類義語であると言われ
ており、これまで、中国人学習者の同形語の
習得研究は、その多くが、類義語を対象に行
われてきた。しかし、その類義語の習得研究
においても、「*今日の授業はよく了解しまし
た」、「*とても厳重な問題があります」など、
主に、中国語独自の意味の日本語への負の転
移に焦点が当てられており、日本語独自の意
味（以下、日本語独自義）が習得されにくい
要因については、ほとんど研究されてこなか
った。 
一方、後者のように日本語でしか使われな
い漢語（以下、N語）は、意味の一致・不一
致が問題となる同形類義語や同形異義語に
比べて、習得しやすいという成果もあり、習
得研究の対象となることはあまりなかった。
N語は、日本語にしかない漢字二字の組み合
わせの語であるため、中国人学習者にとって、
視覚的にも卓立性が高く、注意が向けられや
すいことが影響して、明示的な学習や教授の
対象となりやすい。また、「司会」－『主持』
のように、全く異なる中国語が対応するもの
の、語と語の対応付けができれば、同形語の
ように意味の微妙なずれによる誤用などは
起きにくい。そのようなことから、N語につ
いては習得研究としてはあまり注目されて
こなかった。しかし、日本語独自の漢語であ
る N語の習得や、N語の意味の習得が、なぜ
比較的容易であるかは、詳細な検討が不十分
である。 
また、第二言語としての日本語の習得研究
においては、要因などを統制して、調査や実
験を行う必要があるが、同形語や漢語につい
て、中国人学習者の習得について検討するた
めの基礎データとなる漢語の語彙データベ
ースは、その開発が不十分である。日本語の
習得研究を行うにあたっては、日本語と中国
語の対照が可能なデータベースの構築を行
わなければ、今後の研究が促進しないという
状況もある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、日中対照の漢語データベース
を構築し、研究の基礎的な資料の整備を行う。
その上で、日本語独自の意味や用法を持つ漢
語に焦点を当て、中国語を母語とする者（日
本語未習者、日本語既習者）がどの程度正確
に、意味の推測、または、習得ができるのか、
推測においては、どのように推測を行うのか、

意味推測の容易さは習得の難易に関わるの
かを、実証的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 まず、日中対照漢語データベースについて
は、朴・熊・玉岡（2014）のデータベースの
見出し語を精査し、（旧）日本語能力試験の
（旧）４級から２級の語の漢字二字熟語
2,078 語を見出し語とした。この 2,078 語に
ついて、表記、読み、語彙難易度（JLPT 語
彙級）、使用頻度、品詞、語義、文化庁（1978）
による漢語の分類、中国語の有無（中国語に
もある場合は、中国語の表記や語義等の情
報）、日中音韻類似度、日中書字異形度等の
語彙特性をエクセルに入力した。 
 また、日本語独自の漢語やその意味につい
ては、第一段階として、上記の漢語データベ
ースから N語を抽出し、日本語未習者を対象
に、日本語の知識がなくても、正確に推測で
きるのかを調査によって確認した。また、未
習者にも推測できる語や、推測が容易だと中
国語話者が認知した漢語ほど、日本語学習者
には習得が進みやすいのかについては、日本
語学習者に調査を行った。 
 
４．研究成果 
4.1．日中対照漢語データベース 
 日中対照漢語データベースについては、以
下のような、日本語の語彙特性、中国語の語
彙特性、および、日中の対応関係の特性を入
力した。 
 
★日本語の語彙特性  
①見出し（＝読み）（例「あした（明日）」）, 
②漢字表記, ③音訓情報（O：音読み，K：
訓読み，ZF：常用漢字付表，SR：熟字訓等）, 
④難易度（JLPT 語彙級、日本語教育語彙
表(ver1.0)）, ⑤使用頻度（Sketch Engine，
新聞コーパス（朝日，毎日））, ⑥逸脱率（荒
牧他(2012)）,⑦語義，品詞，用例（『新明解
国語辞典（第 7版）机上版』） 
☆中国語の語彙特性 
⑧表記（簡体字），⑨読み（ピンインと四声），
⑩使用頻度（Sketch Engine, BCC（北京語
言大学中国語コーパス）,  ⑪語義，品詞，
用例 （『现代汉语词典（第 6 版）』,『现代
汉语规范词典（第 3版）』） 
★☆日中の対応関係 
⑫日中書字異形度（茅本（1996）の指標：「0」
（完全一致）～「4」（完全不一致），但し一
部改変あり）, ⑬日中音韻類似度（早川・
于・初・玉岡（2017）の指標：R の sdists
関数により単語間の重み付け編集距離を計
算）, ⑭日中意味一致度（文化庁(1978)の分
類，S（同形同義）O（同形類義）D（同形
異義）N（日本語のみ）） 
 
これらの情報を搭載したデータベースは、
日本語母語話者の研究協力者１名、中国語母
語話者の研究協力者１名に入力作業を依頼



して、2015年、2016年に作業を行って暫定
版を作成し、2017 年 3 月発行の『国際日本
学研究』第 9号にて概要を公開した。 
また、2017 年度には、このデータベース
の全体像を把握するために、計量的な分析を
行った。その結果、まず、語彙難易度別の度
数は、図１のように、約 75％が中級前半と中
級後半レベルの語であることがわかった。 
  
  
 
 
った。 
 

 
 
 
 
   

 
図１ 度数（難易度別） 

 
さらに、語彙特性間の関係について検討し
たところ、難易度と Sketch Engineなどの使
用頻度の間に相関が認められ（ Sketch 
Engine [r=0.230, df=1993, p<.001]. Tono et 
al. (2013) [r=0.432, df=1993, p<.001] ）、難
易度が低い語は使用頻度が高い傾向がある
ことがわかった。そこで、難易度を予測する
変数が何かを確認するために、重回帰分析を
行ったところ、表１のように、日本語使用頻
度，逸脱率，書字異形度，中国語使用頻度な
どが有意な説明変数であることがわかった。 

 
表１ 語彙難易度を予測する変数 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
さらに、本データベースを作成する動機と
なった日中同形語について、その諸相を検討
した。まず、本データベースのうち、日中同
形語は 1,522 語（73.24％）あった。これら
について、語彙特性間の関係を検討したとこ
ろ、語彙難易度と新聞の使用頻度に正の相関
関係が認められた（朝日新聞  [r=0.244, 
df=1475, p<.001]，毎日新聞  [r=0.227, 
df=1467, p<.001] ）。これは、難易度が低い
語ほど、新聞での使用頻度が高いことを示し
ている。また、語彙難易度と中国語の使用頻
度にも正の相関が認められた（中国語 BCC 
[r=0.111, df=1473, p<.001] ）。 
さらに、朝日新聞の使用頻度上位 20 語を
見ると、そのうち 18語が日中同形語であり、

さらに、14語は日中同形同義語であった。ま
た、Tono et al（2013）の使用頻度上位 20語
を見ても、14語は日中同形語であり、その中
の 7語は同形同義語であった。 
つまり、日中同形語の中で語彙難易度の低
い語は、日本語だけでなく、中国語でも使用
頻度の高い語であり、さらに、新聞での使用
頻度の高い語ほど、中国語にもある同形語で
あり、かつ、意味も同じ同義語であるという
ことである。この結果からも、中国語母語話
者にとって、日中同形語の存在が日本語の理
解や習得に有効であることが確認された。 
なお、この計量的な分析結果については、

2017年 11月の日本語教育学会秋季大会で発
表した。また研究代表者や研究協力者がこの
データベースを利用して調査対象語を抽出
するなどして研究を行っているが、その成果
として、黄（2017）「中国語を母語とする日
本語学習者の同形語と機能動詞の連語形式
の習得に関する研究」が『国際日本学研究論
集（明治大学大学院）』第 6号に掲載された。 
 
4.2．日本語の漢語の意味推測 
日本語の漢語や N 語の意味推測に関する
研究では、まず、日本語を学んだことのない
中国語母語話者が、どの程度、正確に意味推
測ができるのかを検討するために、以下を研
究課題とした。 
課題 1：日本語未習者はN語をどの程度正
確に意味推測できるか 

課題 2：日本語未習者はN語をどの程度推
測しやすいと評定するか 

課題 3：語構成のタイプと推測のしやすさ
とは関連があるか 

この研究では、上述のデータベースから、
N語で語義が一つのみの 74語（医者、映画、
栄養、欧米、会社、火事、感心、機嫌、寄付、
休講、牛乳、恐縮、気楽、近所、計画、月給、
見学、見当、見物、懸命、孝行、財布、砂漠、
司会、自宅、自慢、車掌、社説、社長、重役、
授業、冗談、商売、食事、食卓、食器、心配、
水泳、制限、生徒、世話、雑巾、相談、草履、
速達、滞在、大木、単語、遅刻、知人、駐車、
適切、到着、都心、途端、納得、能率、拝見、
配達、売買、発見、封筒、普段、布団、方角、
名所、役所、予定、予約、料金、漁師、両親、
両方、廊下）を抽出し、調査対象語とした。
調査では、課題 1を検討するために、推測し
た意味を中国語で記述するテストを実施し
た。課題 2については、これらの N語とその
中国語相当語をペアで示し（『财布』―『钱
包』）、意味推測のしやすさについて、5 段階
で評定する質問紙調査を行った。また、課題
3 については、前項漢字と後項漢字の意味的
関係を、「並列関係」、「修飾関係」、「客体関
係」、「接辞」、「その他」に分類した。 
調査は 2016 年度に中国の大学生で日本語
未習者 42名を対象に実施した。 
調査の結果、まず、推測の正確さについて
は（課題 1）は、74 語（74 点満点）につい



て 42 名の得点を計算したところ、表 2 のよ
うになった。平均は 23.61点で、約 32%の正
答率であった。日本語が未習であっても、N
語の約 3割は日本語としての意味が推測でき
たということである。 
 
表 2 意味推測テストの結果 

 
 

 
 
また、推測のしやすさの 5段階評定につい
ては（課題 2）、74語の評定の平均値は 3.19
で、中央値の 3に近い値であった。また、最
高（推測しやすい）は「医者」の 4.98、最低
（推測しにくい）は「途端」の 1.21であった。 
意味推測の正確さと、推測のしやすさにつ
いては、強い正の相関が認められ［r=.889, 
df=74, p<.001］、推測しやすいと感じる語ほ
ど、正しく意味推測ができていることもわか
った。 
さらに、課題 3を検討するために、語構成
別に推測の正確さ（通過率）や、推測のしや
すさ（評定値）の平均等を求めたが（表 3）、
語構成別の特徴はあまり顕著ではなかった。 
  
表 3 語構成別の通過率・評定値 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
この結果については、論文化し、2018年 2
月末に投稿し、査読の結果、2018 年 7 月刊
行予定の『中国語話者のための日本語教育研
究会』第 10号に掲載が決まっている。 
さらに、2017 年度には、未習者が意味推
測に成功しやすい語ほど、日本語学習者は習
得しやすいのか否かについて検討するべく、
調査を実施した。その結果については、現在、
論文として投稿中である。 
 さらに、2016 年度には天津外国語大学に
て、中日国交正常化 45 周年記念の学術交流
会にて、招待講演として、日本語の漢語習得
研究について講演を行い、本科研の研究成果
について公開、発表している。 
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